
2013 年度 和歌山大学観光学部・観光学研究科　公開講義

Make Tourism More Sustainable
—よりサステナブルな観光をめざして—

■ 聴講申込・お問い合わせ先：

　〔申込〆切〕　2013 年 8 月 20 日（火）　17 時 

　〔申込方法〕　和歌山大学観光学部観光教育研究センターへ申込書（裏面掲載）を
　　　　　　　提出（郵送・FAX 可）。もしくは申込内容を明記のうえ、E-mail で送信。
   〔申込先・お問い合わせ先〕　

　　和歌山大学観光学部 観光教育研究センター

　　　〒640-8510　和歌山市栄谷 930
　　　TEL/FAX　073-457-8553　　　E-mail　tourism-er@center.wakayama-u.ac.jp
　　　HP　http://www.wakayama-u.ac.jp/tourism/2013summer_intensive.html
　　　※ 8 月 12 日（月）～ 16 日（金）は和歌山大学夏季一斉休業のため閉所いたします。

観光教育・研究の分野では世界のリーダーとされるイギリス・サリー大学　観光・ホスピタリティ
マネジメント学部長のグレアム・ミラー教授を講師に迎え、下記の通り公開講義を行います。

「サステナブル・ツーリズム」とは？ 観光学を学んでいる方もそうでない方も、一緒に考えてみませんか？
多くの皆様のご参加をお待ちしております。

※聴講には、事前のお申込みが必要です（2013 年 8 月 20 日（火）〆切。下記参照）。なお、参加費は無料です。

講義日時：2013 年 8 月 27 日( 火 )・28 日( 水 )・29 日( 木 )

　　　　　　　　　　　　　 　　　　  　　　　　　　　いずれも９時 開講
会　　場：和歌山大学観光学部 T-101 教室

講義概要：「Make Tourism More Sustainable」
　　　　　　ツーリズムにおけるサステナビリティ（持続性）について、ビジネス、デスティネーション

　　　　　　（コミュニティー、地域住民を含む）、消費者、政府、NGO など、様々なステークホルダーの

　　　　　　視点から分析し、ツーリズムのよりサステナブルなあり方を考えます。

　　　　　　今年発表された European Tourism Indicator System for Sustainable Management of Destinations 

　　　　　　など、評価指標の方法論も含め、各国からの豊富なケーススタディーを通じて、理論、実践を
　　　　　　わかりやすく解説します。なお、講義はすべて英語で行われます。

　　　　　　　〔Lecture Outline〕

             　  　Lecture 1 （8 / 27 （火）） 「What is Sustainable Development?」
　                　Lecture 2 （8 / 27 （火）） 「Sustainable Consumption」 （＊Lecture1 に引き続き実施）

                  　Lecture 3 （8 / 28 （水）） 「Corporate Social Responsibility」
　                　Lecture 4 （8 / 29 （木）） 「Destination Management」
　                         ※ 各回 約 1 時間の予定です。
　                         ※ Lecture1 ～ 4 すべてを聴講することをお勧めしますが、個別の聴講も可能です。

　　　　　　　　　　 〔参考文献〕
　　　　　　　　Miller, G. and Twining-Ward, L. (2005) Monitoring for a sustainable tourism transition: The challenge of developing and 
　　　　　　　　　using indicators. CAB International, Wallingford. Chapter 3, 9.
　　　　　　　　Miller, G., Rathouse, K., Scarles, C., Holmes, K. and Tribe, J. (2010). Public Understanding of Sustainable Tourism. 
　　　　　　　　　Annals of Tourism Research, 37 (3):627-645.
　　　　　　　　Sustainable Consumption Roundtable. (2006). I Will if You Will. Report to the Sustainable Development Commission.
　　　　　　　　　http://www.sd-commission.org.uk/data/files/publications/I_Will_If_You_Will.pdf 

講　　師：Prof. Graham Miller（サリー大学 観光・ホスピタリティマネジメント学部長）

コーディネーター：加藤 久美（和歌山大学 観光学部教授）

定　　員：各回 50 名（先着順）



■ 電車でのアクセス：■ アクセスマップ：

和歌山大学 ( 和歌山市栄谷 930)

　● 南海和歌山大学前駅から

　　　 徒歩で約 20 分、 もしくは
　　　 和歌山バス （和歌山大学前駅東口バス停 和歌山大学行き） で約 4 分 

　● JR 和歌山駅から

　　　 和歌山バス （4 番乗り場　和歌山大学行き） で約 30 分 

　※ いずれも 「和歌山大学」 バス停下車

■ 聴講申込・お問い合わせ先：

和歌山大学観光学部 観光教育研究センター

　〒640-8510　和歌山市栄谷 930
　TEL ／ FAX　073-457-8553
　E-mail　tourism-er@center.wakayama-u.ac.jp
　※ 8 月 12 日（月）～ 16 日（金）は

　　 和歌山大学夏季一斉休業のため閉所いたします。

申込書

■ 申込方法：和歌山大学観光学部観光教育研究センターへ申込書を提出（郵送・FAX 可）、
　　　　　　 もしくは申込内容を明記のうえ、E-mail にて送信。
■ 申込〆切：2013 年 8 月 20 日（火）17 時
■ 定員：各回 50 名（先着順）

■ 講師紹介：

Prof. Graham Miller
（サリー大学 観光・ホスピタリティマネジメント学部長）

専門分野はサステナブル ・ ツーリズム指標、 サステナブルビジネスに関する研究。 これまで携わった研究プロジェクトは、 ソーシャル

ツーリズムの可能性、 （ヨーロッパにおける） ツーリズムのバリアフリー化、 サステナブルツーリズムについての市民意識に関する

KT パートナーシップなど多数。 このほか、 World Travel & Tourism Council （WTTC） による Tourism for Tomorrow のジャッジ、

ガーディアン紙による 「グリーントラベルリスト」 (2010, 2011) の編集にも携わる。 現在、 欧州委員会企業産業事務局の助成により、

デスティネーションサステナビリティーの評価方法、 アクセシブル （バリアフリー） ツーリズムに関する研究を進め、 2013 年 2 月には

その成果の一つである European Indicator System for Sustainable Management of Destinations が発表されている。

（http://ec.europa.eu/enterprise/newsroom/cf/_getdocument.cfm?doc_id=7825）

所属 氏名 住所 電話番号 参加講座（✓を入れてください。）     
     

     

     

 

□Lecture1 □Lecture2

□Lecture3 □Lecture4

□Lecture1 □Lecture2

□Lecture3 □Lecture4

□Lecture1 □Lecture2

□Lecture3 □Lecture4


	夏期集中講義案内（一般向け（表））
	夏期集中講義案内（一般向け（裏））

